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はしがき 

 

和歌山大学観光学部における「地域インターンシッププログラム（LIP）」の取り組み

は、2008 年度に開始されて以降、これまでに 129 件のプログラムが実施され、延べ 1400

人以上の学生が地域での様々な活動を通じた実践的な学びの機会を得ています。現地を

訪れ、地域の方々とともに課題に取り組むなど密度の濃い交流を続けた結果、なかには

数年にわたる継続的なプログラムに発展する活動もみられるようになりました。学生の

受け入れやプログラムの実施にご尽力いただいている地方自治体や関係諸団体の皆様

のご支援とご協力に心から感謝を申し上げる次第です。 

さて本学部は、「観光経営」「地域再生」「観光文化」の 3 つの基本領域を軸として、

これらの領域を融合的かつ横断的に学ぶカリキュラムに取り組んでいます。本カリキュ

ラムにおいては、高度な専門性を発揮できるようになること、そして、現場での創造的

実践力を獲得することを目標に、国際性を高める教育と国内外の地域の諸課題に取り組

む実践型教育を重視しています。地域を訪ね現場で起きている事柄を身をもって学ぶこ

とができる LIP は、観光学部の実践型教育の一翼を担う取り組みとして、もはや欠かす

ことのできない位置を占めています。今後は、これまでの成果と経験を活かしつつ、地

域課題に則したプログラムを実施できるよう日々改善を図り、さらに質の高い地域連携

活動へと発展させていく所存です。 

また、2019 年度からは、全プログラムの活動報告を行う「LIP 合同活動報告会」を実

施いたしました。12 年目にして初の試みでもあり、まだまだ改善の余地はありますが、

それぞれの活動を共有し、意見交換を行う場を学生たちが主体となって企画し、LIP の

質的向上を図る上でも大変有意義な機会となりました。ご参加いただいた皆様には、心

より御礼申し上げます。 

今後とも、本学部では引き続き地域連携活動に取り組んで参ります。LIP の活動に一

層のご支援ご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

2020 年 3 月 

和歌山大学観光学部 

地域連携委員会 永瀬節治 
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１．LIP の概要とこれまでの歩み 

１）LIP の概要 

 和歌山大学観光学部では、和歌山県内及び大阪南部の市町村などの協力のもと、地域が

抱える課題を地域住民とともに発見し、その解決方法を考える「地域インターンシッププ

ログラム」（通称：LIP1）を実施している。本プログラムは、地域活性化に関心をもつ学生

が、現地に足を運び、地域住民と連携することによって地域の課題や調査活動に取り組む

もので、「学生と地域を活性化したい」、「地域の魅力を発見したい」といった地域からの

提案を受け、毎年複数の活動を実施している。 

LIP に参加する学生は、学内の事前学習や現地視察を通して地域の実情を学び、さらに

は現地調査や地域住民との交流、イベントの企画運営などを通じて、それぞれの地域の真

の魅力や課題と向き合っていく。具体的なプログラムとしては、観光施設の職員や利用者

への聞き取り、宿泊施設や農家民泊のモニター、集客イベントの企画運営、観光資源調査

やマップ作成、就業体験などに取り組んできた。 

「この地域にはどのような観光資源があるか」、「埋れている観光資源はないか」、「観光

資源が有効に活用されているか」、「どうすれば地域が元気になるか」。こうした課題に対

して、地域住民は生活者の視点から、学生は「ヨソ者」の視点から意見を出し合い、とも

に活動をしていく。このような対話や活動が、双方にとって新たな気づきの機会となるこ

ともこのプログラムの特徴である。 

LIP は、こうした相互作用を通じて、地域住民は「ヨソ者」の力を活かしながらより自

立的なまちづくり活動を行う力を、そして学生は地域住民の思いを理解しつつ、地域活性

化の方法を提案できる力を養い、地域を支える人材として活躍することを目指している。 

上記の趣旨を踏まえ、本プログラムは、学生が、「地域の方々と交流を図りながら、観

光振興や地域再生の実践を現場で学ぶ」ことができる内容を含むことを実施の要件として

いる。 

なお、LIP には、和歌山県内及び大阪南部の市町村など、地域から学生が地域再生や観

光振興の現場を体験できるプログラムを公募するタイプ（公募タイプ）と、観光学部の専

任教員が、地方公共団体などとの共同研究などを通じた連携のもとにプログラムを申請す

るタイプ（申請タイプ）の 2 タイプがある。 

また、LIP は 2012 年度より単位として認定されている2。地域での活動が授業として開

講され、単位化されたことは、学生にとっても地域活性化への関心をより広げる契機とな

っており、学生の参加意欲向上にも寄与している。 

 

                                                   
1 2011 年に RIP（Regional Internship Program）から LIP（Local Internship Program）に改

称。 
2 単位取得のためには事前事後学習を含めて 30 時間以上の活動が求められる。活動時間に応じ

て、9 期生以前は「地域観光実習」、10 期生以降は「基礎自主演習」または「プロジェクト自

主演習」の単位が認定される。 



 

２）データでみる LIP の歩み 

 観光学部で実施している LIP は 2019 年度で開始 12 年目を迎えた。ここでは、これまで

の LIP の歩みについて、データをもとに示してしていく。 

 

 表１は、2008 年度以降の年度別実施プログラム数を示している。年度ごとのプログラム

数にはばらつきがあり、最多 21 件（2016 年度）、最少 3 件（2010 年度）となっている。

2011 年度からは、観光学部専任教員からの申請により実施される申請タイプが創設され、

プログラム数が安定するとともに幅広い活動が可能となっている。 

 

表１ 年度別プログラム数 

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 合計 

6 8 3 4(1) 11(5) 5(2) 10(3) 15(6) 21(7) 19(4) 13(3) 14(4) 129 

※カッコ内は申請タイプのプログラム内数 

 

 

 次に、図１は年度別の参加学生数を示している。参加学生延べ人数は、2014 年に 100

名、2016 年には 200 名を超えるなど、増加している。これは、実施プログラム数が増加

したとともに、プログラムあたりの定員規模の拡大が起因していると考えられる。ただ

し、全プログラムが一様に拡大傾向を示しているわけではなく、現状では、大規模のもの

と小規模のものが並存する状態にある（2019 年度は最少２名、最大 33 名）。この点は、

プログラムの内容など、地域の課題やニーズに即したかたちで活動が実施されていること

が影響している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 年度別参加学生数 
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 表 2 に示した通り、学年別の参加学生数は 1 回生がもっとも多い。低学年次から地域で

の活動に関心を持ち、積極的に地域と関わりたいと考える学生が増加していることを示し

ている。このような傾向は近年みられるようになったもので、図 2 のように、プログラム

創設初期は 2、3 回生の参加が中心であった。 

また、4 回生の参加者がみられるようになったことも近年の特徴である。これは、単年

度のプログラムではなく、同様の地域において継続的に実施するプログラムが増加してい

ることが要因であると推察される。 

 

表２ 学年別参加学生数 

  
1 回生 2 回生 3 回生 4 回生 

延べ人数 1441 535 477 320 109 

実人数 1299 508 428 263 100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 学年別参加学生数の変遷（実人数ベース） 

 

 

次頁図 3 に示すのは、プログラムあたりの平均参加学生数である。先に述べた定員規模

の拡大によりプログラムあたりの平均参加学生数が増加傾向であったが、近年は小規模の

プログラムが多く実施されていることもあり、徐々に減少傾向にあった。2018 年度から

は、定員規模の大きいプログラムが複数みられることで、プログラムあたりの平均参加学

生数が 14 人前後で推移している。 
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図 3 プログラムあたりの平均参加学生数（延べ人数ベース） 

 

また、図 4 に示すように、プログラム数および定員規模が拡大したことにより 6 期生以

降、参加者数は飛躍的に増加している。特に 12、13 期生は来年度以降も新たに学生が参

加する可能性があるため、この傾向はより顕著になると予測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 期生ごとの参加者数の推移 

 

 以上のように、開始から 12 年が経過した本プログラムは、参加学生数ならびにプログ

ラム数が安定していることから、参加学生および地域からのニーズを汲み取った活動が展

開されているとみることができる。しかしながら、今後も継続的に本プログラムを実施す

るにあたっては、それぞれの取り組みの質の向上と学生自身が学びをより深めることがで

きるプログラムを提供することが求められている。 
 

（文責：観光実践教育サポートオフィス 藤井 至） 
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２．2019 年度 LIP 活動報告 

 2019 年度は、14 プログラムが実施され、延べ 194 名の学生が地域で活動を行った。以

下に示すのが今年度の実施プログラムの一覧である。 

 

No 地域名 テーマ 
参加 

学生数 

1 岩出市 ねごろ歴史の丘巡りスタンプラリー帳作成 10 

2 紀の川市 紀の川スイーツの開発 12 

3 紀美野町 
地区×学生による観光・文化・交流情報発信と棚田の

再生 
21 

4 紀美野町 
世代間交流を推進する地域拠点の企画・運営 

（コミュニティカフェ等での実践を通じて） 
11 

5 有田市 箕島の魅力発信 6 

6 広川町 
津木地区寄合会の運営、特産品開発、情報発信、イベ

ントを共に考える 
14 

7 上富田町 笑顔が広がる美しい里づくり 2 

8 那智勝浦町 

地域の文化や風習の体験、獣害対策、農作業、冊子作

りを通じて地域の方々と触れ合い、地域・自分・社会

のあり方・つながり方を考える 

4 

9 和歌山県全域 
「ねんりんピック紀の国わかやま 2019」における、

観光ツアー同行を通じた観光業務の実践 
11 

10 大阪府阪南市 
地方創生にかかる地場産物商品に関する調査・研究、

デザイン考案等 
10 

11 ＊有田川町 
学生との協働による継続的な棚田保全活動（棚田ふ

ぁむ） 
32 

12 
＊日高川町および

かつらぎ町 
「体験教育旅行＆夏学習～都会と大自然の出会い」 15 

13 ＊美浜町 
カナダミュージアムにおけるミュージアム機能の強

化 
12 

14 
＊岩手県胆江地方

および和歌山県 

農村ワーキングホリデーを活用した都市農村交流の

「鏡効果」と農村再生手法としての可能性の検証 
33 

※＊は申請タイプのプログラム 



 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

    



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 

和歌山県岩出市は根来寺や和歌山県植物公園緑花センターなどを有し、また近年では道

の駅ねごろ歴史の丘を中心に観光振興に力を入れている。しかし、観光客の市内での滞在時

間が短いこと等が課題となっている。そこで、岩出市産業振興課、ねごろ歴史の丘管理協会

と連携し、岩出市の抱える課題に取り組むこととなった。 

 

2．活動の内容 

参加学生はまず岩出市を訪問し、根来寺や道の駅ねごろ歴史の丘など市内の主要施設の

見学を行った。その後、道の駅の利用実態を把握することを目的に、2019 年 7～9 月に同

施設にて利用者実態調査を実施した。調査の結果、道の駅利用者の多くが周辺施設に立ち寄

っていないことが明らかになったことから、市内での周遊を促す企画として 11 月 23 日に

開催された紀州根来寺かくばん祭り当日に、道の駅ねごろ歴史の丘と和歌山県植物公園緑

花センターの両施設を結ぶスタンプラリーを企画した。当日は 134 名(組)の方が両施設を

利用し、スタンプラリーを達成した。2019 年 12 月 9 日には旧和歌山県議会議事堂(一乗閣)

にて本年度の岩出市 LIP 活動報告会を実施し、スタンプラリーの結果報告や今後の課題な

どについて本 LIP 関係者との意見交換を実施した。 

 

3．活動を通じて 

本年度の岩出市 LIP では、学生自らが調査を実施し、その調査結果を基にスタンプラリ

ーの企画・運営を行った。LIP 活動には地域の方々から多くの支援を頂き、参加学生は地域

の方々と連携しながら地域の課題を学ぶという貴重な経験を得ることが出来た。 

 

【地域の基礎データ】 

人 口：53,969 人（令和２年 1 月末現在） 

高齢化率：22.4％（平成 31 年 1 月 1 日現在） 

産 業：製造業、農業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：10 名（１回生：４名、２回生：６名） 

活 動 期 間：平成 30 年 5 月～ 

担 当 教 員：永井隼人 



 

４．成果物など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

 紀の川市は、もも、イチゴ、はっさくなど県内屈指のフルーツ王国としての顔を持ってい

る。これら紀の川市の一連の活動を考慮し、本活動ではフルーツを使用したスイーツを開発

することで、紀の川市に貢献することを目的として実施された。 

 

２．活動の内容 

具体的な活動内容は、MAISON FLEURIR(以下 FLEURIR)、Café  sweets Sablier(以

下：Sablier)、レストラン・ブラン・メゾン(以下：ブランメゾン)の3店舗のそれぞれと共

同で顧客評価の高いスイーツを開発販売することである。 

本年度は、スイーツプロジェクトの 2 年目であり、1 回生(及び 2 回生 1 人)も新たにメン

バーに加わったことから、年度前期は新しく加わったメンバーと、継続参加のメンバーは異

なる活動を行い、年度後期からメンバーが合流するという方法で活動を運営した。 

活動の結果、FLEURIRにおいてイチジクを用いたスイーツ3品、Sablierにおいてクリス

マス限定のランチデザート、ブランメゾンにおいてキィウイを用いたスイーツ1品が開

発・販売された。また、次年度は、小売業で販売するスイーツの開発を目指しており、そ

の打合せも活動期間内に並行して実施した。 

 

３．活動を通じて 

紀の川市役所、FLEURIR、Sablier、レストラン・ブラン・メゾンの協力により、活動は

比較的順調に進行した。今年度は、紀の川市役所の LIP 担当職員(北野氏、井上氏)も学生ミ

ーティングに一部参加していただいた。 

今年度はミーティング、ならびに協力店舗との打合せの日程を調整することが困難であ

った。次年度は、日程の調整と計画的な実施に加えて、開発後商品の売り上げの推移などそ

の後の分析について課題としたい。 

 

【地域の基礎データ】 

人 口：61,813 人（令和元年 12 月末現在） 

高齢化率：31.6％（平成 31 年 1 月 1 日現在） 

産 業：農業（桃・柿・キウイ・いちじく） など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：12 名（１回生：４名、２回生：８名） 

活 動 期 間：平成 30 年 5 月～ 

担 当 教 員：竹田明弘 



 

４．成果物など 

 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

2017 年度まで 4 年間に渡り、紀美野町の上神野地区で発動してきたこの LIP は、昨年度

から地域を新たに紀美野町の小川地区で活動を進めてきた。本 LIP は新しいメンバーを加

えて、2019 年 6 月に小川の郷づくり会さんと顔合わせをした後に、本格的に活動をスター

トした。また、今年度から Facebook、Instagram と Twitter の 3 つの SNS を開設して、小

川地区の魅力や LIP の活動状況などを積極的に発信していた。 

 

２．活動の内容 

本 LIP は 2019 年 6 月からほぼ毎月活動に取り組んできて来た。具体的には、6 月に小川

の郷づくり会さんと顔合わせ、活動を紹介した。7 月に街歩きを実施した。9 月に、冬まつ

り企画会議を開始し、より盛り上がるイベントの企画について小川地区の方と意見を交わ

した。また、小川小学校運動会に参加した。10 月に、冬まつり企画会議を続いて、11 月の

生石山登山を実施し、風の森宿泊体験を行った。11 月に生石山登山整備活動に参加し、12

月の冬まつり企画会議を引き続き実施した。12 月に小川の郷の冬まつりイルミネーション

準備と冬まつり運営に携わってきた。 

 

３．活動を通じて 

今年の本 LIP は新たな試みを色々していた。例えば、小川地区の方々により顔と名前を

覚えてもらうために、小川地区をモチーフにしたネームカードを作成した。本活動を通じ

て、小川地区の観光・文化などを発信できただけでなく、メンバー間の情報を共有した

り、メンバーの親睦を深めたりすることもできた。 

【地域の基礎データ】 

人 口：8,967 人（平成 30 年 9 月末現在） 

高齢化率：41.4％（平成 27 年 1 月 1 日現在） 

産 業：棕櫚製品製造業、農業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：21 名（1 回生：6 名、2 回生：4 名、3 回生：

6 名、4 回生：5 名） 

活 動 期 間：平成 30 年 4 月～ 

担 当 教 員：佐野楓 



 

４．成果物など 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

 紀美野町では、平成 27 年度より、認知症当事者やその家族、地域住民、行政職員、社協

職員等が気軽に集い、交流することを目的に、コミュニティカフェ「きみの＊にこ cafe（以

下、にこカフェ）」を開催している。このカフェは、町内のコミュニティカフェを活用して

月に一度実施されるもので、年齢、性別を問わず多様な人々がカフェを訪れることで、認知

症当事者やその家族に楽しみや安らぎを与えるとともに、カフェ参加者の認知症への理解

が促進されることが期待されている。本プログラムにおいては、にこカフェの取り組みを中

心としながらも、少子高齢化の進行している紀美野町において貴重な世代間交流の場をい

かにして作り上げることができるか。また、既存の世代間交流の場をいかにして、維持・運

営していくことができるのかについて考えることをねらいとしている。 

 

２．活動の内容 

本プログラムにおける学生の主な活動内容は以下の通りである。活動によっては、イベン

トの企画自体から関わっているものもあるが、当日の支援のみの活動もある。 

・認知症サポーター養成講座：認知症や紀美野町に関する知識を身につけるべく実施 

・にこカフェ（毎月第 4 金曜日）：運営サポートと秋祭りの企画・運営など 

・ふれあい昼食会（毎月第 3 土曜日）：運営サポートとメニュー等の提案など 

・こども食堂（キノコ食堂）（毎月第 2 金曜日）：運営サポートと親子向け企画の実施など 

・地域活動訪問と観光資源聞き取り：サロンの訪問と観光資源のヒアリング・訪問など 

 

３．活動を通じて 

 イベント等の企画においては、世代問わず親子で楽しめる企画や紀美野町ならではの企

画を実施するべく、毎週一回会議を行い検討してきた。イベント参加者からは、好評を得

ることができ、大変良い活動であった。しかし、活動間の連携による世代間交流の場の創

出までは至らず、地域活動間連携の難しさを感じた。この点は、今後の課題としたい。 

【地域の基礎データ】 

人 口：8,746 人（令和元年９月末現在） 

高齢化率：45.4％（平成 31 年 1 月 1 日現在） 

産 業：棕櫚製品製造業、農業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：11 名（１回生：４名、２回生：３名、３回生：

２名、４回生：２名） 

活 動 期 間：平成 27 年 4 月～ 

担 当 教 員：藤井至 



 

４．成果物など 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

有田市では、「箕島地区の魅力を子供たちに伝える」をテーマにこれまで二年間活動をし

てきた。しかしながら、昨年度までの取り組みを通じた課題として「イベント運営などを通

じて得た知見、経験、そして地域とのつながりを大切にしながら、同地域における多世代交

流をさらに推し進めるような活動」の必要性があげられていた。そこで、今年度の活動につ

いては、これまで取り組んできた子供たちに魅力を伝えるという「箕島っ子集会（箕島小生

を対象としたワークショップ）」の企画・運営には引き続き取り組み、あわせて、箕島地区

のこれからを考える活動団体である「ワンハート」と協力をして多世代間交流を目指すこと

となった。 

 

２．活動の内容 

 学生たちが行った活動は以下の通りであるが、イベント当日のお手伝い的に関わるので

はなく、会議や準備、反省会にも出席するなど、「過程」に参加することを重視した。 

 ・有田市社会福祉協議会へのヒアリング：有田市・箕島地区の現状を知る 

 ・みのしまふれあいまつり：地域の祭りの復活。企画・運営の会議出席、当日の運営など 

 ・グルメフォトチャレンジ：有田市うまいもん祭り企画の当日運営支援 

 ・箕島っ子集会：地元特産品を活用したお弁当作りワークショップを企画・運営 

 ・箕島駅前イルミネーション：企画・運営の会議出席、設置のサポートなど 

 

３．活動を通じて 

 ワンハートの活動に参加したことで出来た地域とのつながりを活かしながら箕島っ子集

会を企画・運営するなど、イベント間の連結性を考えながら活動できていた。また、みのし

まふれあいまつりでは、多世代の地域住民の方々が参加されたことで、地域の誇りを醸成す

る場としての祭りの重要性についても学び取ることができた。ただし、箕島の魅力発信とい

うテーマに沿った発信コンテンツの作成や、実際に祭りの復活が地域にどのような影響を

与えたかの実態調査等は実施できなかったため、それらは今後の課題としたい。 

【地域の基礎データ】 

人 口：27,736 人（令和２年 1 月 1 日現在） 

高齢化率：33.0％（平成 31 年 1 月 1 日現在） 

産 業：農業（みかん）、漁業（太刀魚）、工業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：６名（１回生：３名、２回生：３名） 

活 動 期 間：平成 29 年 6 月～ 

担 当 教 員：藤井至 



 

４．成果物など 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

本 LIP では、広川町津木地区の活性化に取り組む津木地区寄合会（以下、寄合会）の活動

を平成 26 年度より支援している。これまでに、「ツーギー谷のお花畑」におけるイベントの

企画運営や、地域内外の出店イベントでの加工品の販売などを、寄合会と連携しながら実践

してきた。また昨年度からは、日本遺産「百世の安堵 ～津波と復興の記憶が生きる広川の

防災遺産～」の認定を契機に、広川町の中心部にあたる広地区での活動にも参画している。 

 

２．活動の内容 

今年度は津木地区の活動拠点である「ツーギー谷のお花畑」が一昨年の台風被害や施設の

老朽化により使用できない状態となり、８月の合宿の他は津木地区外での活動が中心とな

ったが、毎週定期的にミーティングを行いながら、新たな取り組みを検討した。 

広川町ふるさと祭り、市駅 “グリーングリーン” プロジェクト、大学祭での出店を継続す

るとともに、今年度は 10 月の「稲むらの火祭り」で使用する稲むらづくりにも参加した。

また 11 月には、広川町の日本遺産の魅力を発信する古民家体験イベントの一環として、浜

口梧陵ゆかりの歴史的建造物「耐久社」において、津木地区の特産品（お茶、鯖めし）や町

内のベーカリーの商品を活用した「耐久かふぇ」の運営にも新たに取り組んだ。 

 

３．活動を通じて 

６年目を迎える本 LIP では、新たな取り組みが開始される一方で、本来の拠点である津

木地区での活動のあり方が課題となっている。お花畑は来年度から再開される予定であり、

3 月の報告会等で寄合会関係者と意見交換を行いながら、今後の活動の方向性を見定めたい。 

【地域の基礎データ】 

人 口：6,943 人（令和元年 12 月末現在） 

高齢化率：32.9％（平成 31 年 1 月 1 日現在） 

産 業：農林業、漁業、製造業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：14 名（１回生：４名、２回生：４名、３回生：

４名、４回生：２名） 

活 動 期 間：平成 26 年 6 月～ 

担 当 教 員：永瀬節治 



 

４．成果物など 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 

市ノ瀬地区は富田川左岸に位置する緩やかな丘陵地で，地区内には上富田町唯一の棚田

が存在する風光明媚な地域である。しかしながら農業者の高齢化が進み，耕作放棄地も一部

にみられる。その一方で，非農家世帯も増加しており，いわゆる「混住化」が進んでいる地

域でもある。当地区では2016年秋に地域住民による地域づくりワークショップを実施した。

その場に観光学部生 3 名が参加したことをきっかけに，2017 年から当地区の農業者を中心

に結成された「一瀬里山会」の地域づくり活動を支援することになった。 

 

2．活動の内容と成果 

この間，以下の 3 つの活動を継続的に支援している。今年の活動状況は次の通りである。 

(1) ヒマワリと菜の花が咲きほこるまち 

今年度も台風や天候不順に見舞われ，ヒマワリ等が十分に生育しなかった。休耕地の有

効活用が目的であるが，耕起や草刈りに手間がかかるため，省力化が課題となっている。 

(2) アサギマダラが飛翔するまち 

興禅寺下の休耕地を活用したフジバカマ園において，アサギマダラの飛来に合わせて初

のイベント「アサギマダラ祭り」を開催し，多くの参加者を集めた。 

(3) 市ノ瀬ごませんべいづくり 

「市ノ瀬ごませんべい」の品質向上に努め，今年も地区の祭りやイベントで販売した。

今後は，当地の土地特性（休耕田）に合ったゴマの効率的な栽培方法の確立が課題である。 

 

3．活動を通じて 

3 年間の活動によって軌道に乗りつつある取り組みもあるものの，休耕地は増加の傾向

にあり，活動自体の人手不足が課題になりつつある。今後は非農家世帯の住民にも声を掛け

るなど，一瀬里山会の活動への参加者・協力者を増やす必要があるだろう。 

【地域の基礎データ】 

人 口：15,563 人（令和元年 12 月末現在） 

高齢化率：26.3％（平成 31 年 1 月 1 日現在） 

産 業：農業（ウメ・みかん）、製造業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：２名（１回生：１名、２回生：１名） 

活 動 期 間：平成 29 年 5 月～ 

担 当 教 員：大浦由美 



 

４．成果物など 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

地域住民との交流や伝統行事、イベントなどへの参加を中心とした活動を行っています。

なお、燦々会、宮祭り、現地報告会を、原則として全員参加とし、それ以外は個々に千葉さ

んと連絡して取り組む形で実施しています。 

 

２．活動の内容 

①燦々会（7 月 15 日）：住民コミュニティで地元の家庭料理を出し合い、みんなで食べな

がら語り合う伝承の場です。調理方法を学ぶほか、住民との会食で親睦が深まります。 

②宮祭り（10 月 1 日）：椙吉神社で行われる伝統行事。今年は、準備作業に参加しました。

神社の清掃活動は住民の協働により行われており、神社の存在価値の高さを感じました。 

③現地報告会（12 月 15 日）：報告会を、学生が主体となって運営を行い、各自の振り返

りや今後の活動に向けた方針を住民とディスカッションしました。 

④個別の実施：(1)棚田での作業、(2)妙法展示会の見学、(3)地域行事への参加など 

 

３．活動を通じて 

色川地区は移住者が多い地域であると知られていることに加え、棚田や狩猟などその地

域の特性を活用したイベントが年間を通して開催されており、様々な学びの機会が提供さ

れています。しかし、現地を訪れるための交通費が高価となる関係で、複数回現地を訪れる

ことは難しいことが課題です。来年度は例年通り現地での活動を軸として LIP の活動が地

域の方の一助になるように取組みつつも、大学内での勉強会などの活動を増やし、学生の学

びを更に深めることのできる環境を現地の方の協力の下で作っていくことで、活動をより

活発化させていきたいと考えています。(2019 年度リーダー：２回生・藤本 多敬） 

【地域の基礎データ】 

人 口：14,904 人（令和２年１月 1 日現在） 

高齢化率：41.7％（平成 31 年 1 月 1 日現在） 

産 業：林業、水産業、観光業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：４名（１回生：１名、２回生：３名） 

活 動 期 間：平成 28 年 6 月～ 

担 当 教 員：八島雄士、岸上光克（食農総合研究所） 



 

４．成果物など 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

令和元年 11 月 9 日～12 日に，和歌山県では 60 歳以上の方々が中心となってスポーツや

文化などのイベントで交流を深める「ねんりんピック紀の国わかやま 2019」が開催された。

和歌山県で全国規模のスポーツイベントが開催されるということで，主催団体の和歌山県

福祉保健部福祉保健政策局ねんりんピック推進課と協力し，大会参加者に提供する観光ツ

アーを開発するという趣旨の基，2018 年度に「「ねんりんピック紀の国わかやま 2019」大

会参加者に対する観光ツアーの開発」とテーマ設定した LIP を実施した。本 LIP はその LIP

の継続であり，開発・考案したツアーをもとに，商品化された 4 つのうちの 2 つのプラン

について，同行するという趣旨の基，「「ねんりんピック紀の国わかやま 2019」における，

観光ツアー同行を通じた観光業務の実践」とテーマ設定した LIP を実施することにした。 

 

２．活動の内容 

 ねんりんピック紀の国わかやま 2019 宿泊・輸送センター担当者と和歌山県ねんりんピッ

ク推進課の職員の方にねんりんピックや観光ツアー同行に関する講義を数回にわたり行っ

ていただいた。夏休み中には，宿泊・輸送センター担当者と和歌山県ねんりんピック推進課

の職員の方と同行ツアーの視察を実施した。「ねんりんピック紀の国わかやま 2019」開催中

には，ツアー同行に加え，ツアー参加者への質問紙調査，大会ボランティアを行った。 

 

３．活動を通じて 

 上記の実践的な活動を通じ，参加学生の今後の学習意欲が高まった。また，ねんりんピッ

ク LIP で行ったツアー同行が，わかやま新報（2019 年 11 月 12 日付）の一面に「和大生が

おもてなし ねんりんピックで観光ツアー」といった記事が掲載された。 

【地域の基礎データ】 

人 口：923,721 人（令和元年 10 月１日現在） 

高齢化率：32.0％（平成 31 年 1 月 1 日現在） 

産 業：農林業、漁業、製造業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：11 名（１回生：７名、３回生：４名） 

活 動 期 間：平成 30 年 5 月～ 

担 当 教 員：伊藤央二 



 

４．成果物など 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

 昨年度に引き続きの活動である。昨年度は最終報告会で新商品提案のプレゼンテーショ

ンを実施し、出席した事業者との交流もあったことから、今年度はヒアリング調査を含め、

より深化した内容での活動を実施することとなった。 

 

２．活動の内容 

①阪南市商工会会員へのヒアリング調査 

 昨年度は数多くの台風が関西地方を通過し、予定した事業所訪問をすべて断念する結果

となった。幸い今年度はそのような事態もなく、計 5 社へのヒアリング調査を実施した。 

②一般市民を対象としたアンケート調査 

 はんなん産業フェア（11 月 3 日、阪南市ぴちぴちビーチ）において、来訪者を対象とし

たアンケート調査を実施した。 

③アイデア創出とプレゼンテーション 

 ヒアリング調査およびアンケート調査の結果概要と、それらにもとづくアイデア創出の

結果を取りまとめ、阪南市商工会において最終報告会を実施した。 

 

３．活動を通じて 

 今年度の活動においては、事業所訪問を起点とした活動を実施することができ、最終報告

会においても率直な意見・感想を伺うことができた。こうした現場の方々とのコミュニケー

ションの経験は、学生にとって貴重な機会であり、ぜひとも今後の大学生活に活かしていっ

て欲しいと考える。 

【地域の基礎データ】 

人 口：54,469 人（平成 31 年 1 月末現在） 

高齢化率：28.7％（平成 27 年 1 月 1 日現在） 

産 業：紡績業、漁業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：10 名（１回生：４名、２回生：４名、３回生： 

      ２名） 

活 動 期 間：平成 30 年 6 月～ 

担 当 教 員：佐々木壮太郎 



 

４．成果物など 

 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 

有田川町での第 19 回全国棚田（千枚田）サミット（2013 年度）開

催決定をきっかけに，2010 年に県が企画した「棚田モニターツアー」

に当時の観光学部生約 20 名が参加した。地域の農業者の高齢化とと

もに耕作放棄地が増加する当地の現状を目の当たりにして，学生側か

ら「棚田保全ボランティア」のアイデアが出されたことをきっかけに，

学内で棚田保全ボランティアへの参加者を募り，「棚田ふぁむ」を結

成。2011 年 7 月から活動を開始した。 

 

2．活動の内容 

・ 農作物の生産：コメ，サトイモ，大根，カボチャ，ゴボウなど 

・ 農作業支援：サンショ収穫作業の支援，茶摘み・製茶作業の手伝い，草むしり 

・ 地域活動支援：祭礼への参加，餅つき手伝い，溝普請（水路清掃），獣害防止柵の見回り 

・ その他：活動広報誌の作成・配付，大学祭やイベントへの出店（棚田米や番茶を販売） 

 

３．活動を通じて 

本活動は今年で 9 年目となる。交流会等には毎年卒業生の参加もみられ，幅広い世代が

行き交う場となっている。今年度実施した調査※によれば，棚田ふぁむの活動は地元住民に

好意的に受け止められているとともに，調査に応じた卒業生 19 名のうち約半数が卒業後も

交流会への参加などの関わりを持ち，約 9 割が現在の活動にも関心を持って Facebook な

どで情報を見ていることがわかった。今後も定例の活動とともに，地区の現状や必要な支援

についての調査活動を継続したい。 

※新谷ほのか「域学連携による棚田保全活動の可能性—和歌山県有田川町沼地区を事例に—」（令和元年度卒業論文） 

【地域の基礎データ】 

人 口：26,325 人（令和元年 12 月末現在） 

高齢化率：31.6％（平成 31 年 1 月 1 日現在） 

産 業：農業（みかん、山椒、花き）、林業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：32 名（１回生：８名、２回生：10 名、３回生：

９名、４回生：５名） 

活 動 期 間：平成 23 年 7 月～ 

担 当 教 員：大浦由美 



 

４．成果物など 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

？ 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

2019 年度 LIP 夏旅は、教育学部との連携事業として 3 年目の取り組みであった。本事業

は大阪府泉大津市と和歌山県日高川町との友好都市連携に基づく相互交流事業を土台とし、

泉大津市と日高川町の小学生を対象とした。和歌山大学は教育学部と観光学部の学生が各

学部の学びの特性を活かして、２泊３日の夏季学習キャンプの活動を企画し実施した。 

 

２．活動の内容 

①泉大津市・日高川町プログラムは、8 月 19 日～21 日の日程で日高川町において実施。観

光学部からは５名の学生が参加した。教育学部教員とともに中串孝志が引率した。 

②和泉市・かつらぎプログラムは、８月 22 日～24 日の日程で和泉市において実施。観光学

部９名が参加（内１名は①、②の両プログラムに参加）。教育学部教員とともに東悦子が

引率した。 

夏季学習キャンプの準備として、教育学部教職大学院・岡崎裕教授による教育学部生と合

同の事前研修が実施された。また両プログラムにおける活動の企画と準備はグループに分

かれて学生が自主的に取り組んだ。さらに適宜、観光学部生のみの LIP 夏旅としての事前・

事後研修も行った。夏旅実施後、報告書の作成や合同報告会に向けての準備に取り組んだ。 

 

３．活動を通じて 

 小学生を対象とする企画に戸惑う様子もみられたが、実際に小学生に接する機会を得て、

学生達は、児童の安全に留意しなければならない等の責任感が強まったようだ。LIP 報告会

で発表する学生達は結束も強くなり、準備不足であった点などについて、活動の振り返りも

的確であった。児童を導く立場を経験したことによって、学生達の成長ぶりがうかがえた。 

【地域の基礎データ】 

人 口： 
9,775 人（日高川町／令和元年 12 月末現在）     

16,650 人（かつらぎ町／令和元年 12 月末現在） 

高齢化率： 
34.9％（日高川町／平成 31 年 1 月 1 日現在） 

38.0％（かつらぎ町／平成 31 年 1 月 1 日現在） 

産 業： 
農業、林業 など（日高川町） 

農業、製造業 など（かつらぎ町） 

【活動の基本情報】 

参加学生数：15 名（１回生：12 名、２回生：３名） 

活 動 期 間：平成 29 年 5 月 

担 当 教 員：東悦子、中串孝志 



 

４．成果物など 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

LIP 美浜町は、2018 年 7 月に日高郡美浜町三尾にオープンしたカナダミュージアムの機

能強化を目的とした活動であった。カナダミュージアムは、明治期より多くのカナダ移民を

送出した三尾地区の歴史を伝えるミュージアムである。2019 年度受託研究（カナダミュー

ジアム（機能強化））を受け、7 月に LIP 美浜町として募集を行い、3 年生から 1 年生で構

成される学生たちが協働しつつ活動を行った。 

 

２．活動の内容 

美浜町やその地の移民の歴史についての基礎知識を得るために文献の輪読と発表を行う

ことから開始した。また現地視察や移民をテーマとする他県のミュージアムの視察も行っ

た。学生達は定期的にミーティングを開催し、機能強化のための具体的な案を提出し合い、

検討の結果、来館者が楽しみながら展示への興味を喚起するためのミュージアムクイズの

作成に取り組んだ。（１）クイズの素材集めを行い、内容について関係者の意見を伺い、内

容を改善。（２）クイズの提示方法を考え、関係者と意見交換を行い、3 つの提示方法で進

めることを決定。（パワーポイントによる提示。QR コードによる提示。三択クイズで絵合わ

せをする方法。）（３）グループに分かれ、３つの提示方法の作業を進める。（４）概ね完成

後、ミュージアムにて「クイズ大会（お試し会）」を行う。（５）参加者のフィードバックを

うけ、クイズの最終版を作成。 

 

３．活動を通じて 

上回生がリーダーシップを発揮し全員が協働しつつも各自がそれぞれの役割を果たした。

機能強化のアイデアを形として完成する過程において、学生が得た経験は今後に活かされ

るものであり、全国有数の移民県である和歌山に関する理解も深まったと考えられる。 

【地域の基礎データ】 

人 口：21,841 人（令和元年 12 月末現在） 

高齢化率：35.1％（平成 31 年 1 月 1 日現在） 

産 業：漁業、農業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：12 名（１回生：５名、2 回生：１名、３回生： 

      ６名） 

活 動 期 間：令和元年７月 

担 当 教 員：東悦子 



 

４．成果物など 

 

  



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

「農村ワーキングホリデー」は、農業や農村に関心をもつ都市住民が、繁忙期の農作業を
無償で手伝う代わりに農家から寝食の提供を受けるというもので、参加者と農家との深い
交流を特徴とする“日本型グリーン・ツーリズム”のなかでも、最も「鏡効果（他者との交流
を通じてみた日常生活に潜む価値への気づき等）」の高い取り組みである。学生を参加者と
する域学連携型の農村ワーキングホリデーは、次世代の若者たちが、農業・農村が直面する
地域課題を当事者意識をもって理解する機会を提供するとともに、多世代間の交流による
「鏡効果」により地域のコミュニティが活性化するなどの変化が期待されている。 
 

２．活動の内容 

岩手プログラムでは、①「農村ワーキングホリデー実施」（9 月中旬 3 泊 4 日型と 4 泊 5
日型に分けて実施、学生 33 名参加／岩手大学ほか他大学学生 15 名と合同で実施）、②「岩
手県農家の和歌山研修受入」（12 月上旬 1 泊 2 日、受入農家 14 名が大学を訪問し参加学生
と交流）、③「振り返りセミナー開催」（2 月末に現地開催、教員と学生･卒業生が参加予定）
のサイクルでの取り組みが定着している。 

和歌山プログラムでは、①「観光ぶどう農園：ジベレリン処理･摘粒作業（6 月上旬）/収
穫および観光対応（8 月下旬）」（農家民泊型かつらぎ町、学生 6 名参加）、②「道普請参加
（日帰り）」（12 月初旬かつらぎ町、学生 4 名参加）を実施し交流を重ねている。 
 

３．活動を通じて 

各地でのプログラム毎に、①受入農家・参加学生を対象とした事前学習会の開催、②受入
農家・参加学生のプロフィールシート作成、③実施中の業務報告と実施後のワークショップ
開催、④参加学生のリアクションペーパーを編集した「記録集」を作成（各取組毎に作成）。
これにより、地域（受入農家や地元行政）が取り組みの経験を暗黙知に留まらせることなく
“可視化“し、持続的な取り組みに発展させることが可能となる。 

【地域の基礎データ】 

人 口： 
131,710 人（胆江地方／令和元年 12 月末現在） 

16,650 人（かつらぎ町／令和元年 12 月末現在） 

高齢化率： 
31.9％（胆江地方／平成 27 年 1 月 1 日現在） 

38.0％（かつらぎ町／平成 31 年 1 月 1 日現在） 

産 業： 
農業（稲作、畜産） など（胆江地方） 

農業、製造業 など（かつらぎ町） 

【活動の基本情報】 

参加学生数：33 名（１回生：９名、２回生：９名、３回生：

８名、４回生：７名） 

活 動 期 間：平成 26 年 6 月～ 

担 当 教 員：藤田武弘 



 

４．成果物など 

 

 



 

【2019 年度 LIP 合同活動報告会パンフレット】 

 

  



 

 

  



 

【2019 年度 LIP リーフレット「地域に観光を学ぶ」】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

地域インターンシッププログラム（LIP）の沿革 

 

■2008～10 年度（平成 20～22年度） 

地域インターンシッププログラム（通称 LIP ※2012 年度に改称）は、2008 年観光学部

の設置とともにスタート。観光学部より和歌山県下の自治体への協力要請を行い、各教員

が担当する自治体との協議を重ね、早いプログラムでは 2008 年度中に、遅いものでも

2009 年度中にはプログラムの実施に至った。 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）： 

6 件／42 名（2008）、8 件／46 名（2009）、3 件／18 名（2010） 

 

■2011 年度（平成 23年度） 

・地域連携担当の配置 

・地域インターンシップ実施要項の整備 

◇地域（自治体）からプログラム内容について提案を受け付ける「地域提案型」と教員

の地域との共同研究をベースとした「申請型」の 2 つのプログラムを設定。 

◇主要な活動対象エリアを、和歌山県内に加えて大阪南部の自治体（岬町、阪南市、泉

南市、田尻町、泉佐野市、熊取町、貝塚市、岸和田市）にまで拡大。 

・地域提案募集：5 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：4 件／24 名 

 

■2012 年度（平成 24年度） 

・名称変更：RIP から LIP へ改称 

・実施要項の改訂 

◇申請型については、主たる活動エリアを和歌山県内と大阪南部以外でも可とした。 

・地域提案募集：5 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：11 件／80 名 

 

■2013 年度（平成 25年度） 

・地域連携の所管が観光教育研究センター（現：観光実践教育サポートオフィス）となり、

担当者を配置。 

・LIP の制度改善を図るため、活動実績のある自治体の担当者にヒアリング調査を実施。 

・LIP の認知度や参加意識を明らかにするため、学生対象のアンケート調査を実施。 

・地域提案型プログラムの質向上のため、活動実績のある自治体や和歌山市周辺の自治体

を廻り、LIP の評価の聞き取りや新制度についての周知活動を実施。 

・地域提案募集：4 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：5 件／73 名 

 

■2014 年度（平成 26年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2014 年度活動の報告書を作成（以後継続して作成）。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：10 件／139 名 



 

■2015 年度（平成 27年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2015 年度活動の報告書を作成。なお、報告書には、2008

～2015 年度までの LIP に関するデータを所収（以後継続して所収）。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：15 件／191 名 

 

■2016 年度（平成 28年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2016 年度活動の報告書を作成。 

・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後

のアンケート調査を実施（以後継続して実施）。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：21 件／227 名 

 

■2017 年度（平成 29年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2017 年度活動の報告書を作成。 

・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後

のアンケート調査を実施。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：19 件／217 名 

 

■2018 年度（平成 30年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2018 年度活動の報告書を作成。 

・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後

のアンケート調査を実施。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：13 件／190 名 

 

■2019 年度（令和元年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2019 年度活動の報告書を作成。 

・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後

のアンケート調査を実施。 

・LIP の質的向上、学びの深化、広い活動発信を目的に「LIP 合同活動報告会」を実施。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：14 件／194 名 

 

  



 

【これまでの LIP 活動地域と活動テーマ一覧】 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

和歌山市 

2009 四季の郷公園周辺調査等 

2010 
四季の郷公園と周辺農地を利用した農業観光の振興、および中心市

街地との連携による活性化調査 

2011 お城を中心としたまちなか回遊性の創出 

2014 和歌山市民の森づくり事業 

2015･16 
和歌山公園動物園（通称：お城の動物園）の環境エンリッチメント

を通じた観光活用 

2016 

地域資源を活用した、見どころマップの作成とまちあるきの実施（山

東地域） 

名勝「和歌の浦」の魅力発信 

和歌山市立伏虎中学校の閉校記念誌づくり 

2016･17 
観光資源を活用した観光振興の体験と調査・研究（和歌山城におけ

るおもてなし忍者による観光振興を通じて） 

2017 
和歌山公園動物園（通称：お城の動物園）の地域資源としての観光

活用～和歌山公園動物園の今後とリニューアルの検討～ 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

岩出市 

2015 観光地の活性化と情報発信 

2018 
SNS を利用した地域資源再発見と訪れてみたくなるコンテンツ作

り 

2019 ねごろ歴史の丘巡りスタンプラリー帳作成 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

紀の川市 

2009 青洲の里施設内で実習および農家民泊体験、地域住民との意見交換 

2010 「細野渓流キャンプ場」集客向上と地域活性化の検討 

2011 細野渓流キャンプ場を起点とした地域活性化 

2012-16 紀の川市地域活性化 

2018･19 紀の川スイーツの開発 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

かつらぎ町 

2008 花園ふるさとセンターの有効活用に関する調査研究 

2012 
かつらぎ町日帰りプランの作成 

都市近郊中山間地域における交流型農業への展開可能性を探る 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

橋本市 2009 青年の家やどりの運営体験およびリニューアルプランの検討 

 

 



 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

紀美野町 

2014 地域活性化にむけた調査研究（現地ヒアリング） 

2015-17 

地区×学生による継続可能な地域活性化にむけた寄り添い型支援体

制の構築と観光・交流情報発信 

世代間交流を推進する地域拠点の企画・運営（認知症カフェでの実

践を通じて） 

2018 
地区×学生による知られざる歴史掘り起こしと観光・文化・交流情

報発信 

2018･19 
世代間交流を推進する地域拠点の企画・運営（コミュニティカフェ

等での実践を通じて） 

2019 地区×学生による観光・文化・交流情報発信と棚田の再生 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

有田市 

2013 

みかん産地の農家の今後を考える（有田地域みかん農家経営継続課

題調査） 

有田地域における魅力的な居住環境を考える（有田地域の居住地選

定要因に関する調査） 

2014 
地元小学生が見つけた地域の資源に対する傾向・特性調査とその活

用提案 

2016 
魅力ある図書館づくり―新図書館開館にむけてー 

空き家活用による地域活性化プロジェクト 

2017 市民が集う市民会館づくり―新市民会館開館にむけて― 

2017-18 地域で働く人の魅力を子どもたちに伝える 

2019 箕島の魅力発信 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

有田川町 

2008･09 
観光スポット調査（鉄道フロムナード、あらぎ島・清水温泉周辺）、

および各種施設における就業体験 

2010 
観光スポット調査（観光ブドウ園ほか）、および各種施設における就

業体験と町内宿泊施設におけるモニター宿泊 

2011 
観光スポット調査、および各種施設（鶏卵牧場ほか）における就業

体験と町内宿泊施設におけるモニター宿泊 

2012･13 学生との協働による棚田保全活動体制の構築に関する基礎調査 

2014 しみず体験・学習プログラムの開発 

2014-18 学生との協働による継続的な棚田保全活動体制の構築 

2019 学生との協働による継続的な棚田保全活動（棚田ふぁむ） 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

湯浅町 2009 

町内主要施設の視察と集客イベントへの活用法の検討、および有力

事業者への観光誘客に関わる聞き取り、イベントにおける JAZZ バ

ンド演奏会の開催 

 



 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

広川町 2014-19 
津木地区寄合会の運営、特産品開発、情報発信、イベントを共に考

える 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

由良町 2014 観光地の新たな魅力発見 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

日高町 2016･17 
地域資源の自慢を後世に引き継ぐと共に経済効果のある参加型イベ

ントの企画立案を共に考える 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

日高川町 

2008 小学生の農村生活体験実習受入のための基礎調査 

2009 
子ども農山漁村交流プロジェクト推進のための学生サポーターおよ

び課題発見 

2012 
日高川町における祭事を中心とした伝統文化と地域活性化について

の調査 

2017-19 体験教育旅行＆夏学習～都会と大自然の出会い（かつらぎ町も含む） 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

美浜町 
2017 日の岬・アメリカ村の歴史的資源等を活用した観光とふるさと教育 

2019 カナダミュージアムにおけるミュージアム機能の強化 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

みなべ町 2012 みなべ町の新たな魅力発掘・発信事業（みなべ観光協会事業） 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

田辺市 

2008 
秋津野ガルデン附設レストラン「みかん畑」利用客の観光行動アン

ケート調査、及び田辺市広域市町村圏の関係者との意見交換 

2009 農山村における UJI ターン者と地元住民との連携 

2012 和歌山県版・農山村ワーキングホリデーのシステム構築 

2017 ほっとスポット温川プロジェクト 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

上富田町 

2008 観光資源調査と地域の農・商・工関係者との意見交換会 

2017 地域資源を活用した“おどろきと感動”の地域づくり 

2018･19 笑顔が広がる美しい里づくり 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

すさみ町 2008 各種体験観光施設の調査と関係者への聞き取り 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

串本町 2017 マグロ料理で観光ＰＲ 

 



 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

那智勝浦町 

2016-18 
地域の文化や風習、そこで暮らす人々と直にふれあいながら、これ

からの地域・自分・社会のあり方・つながり方を考える 

2019 

地域の文化や風習の体験、獣害対策、農作業、冊子作りを通じて地

域の方々と触れ合い、地域・自分・社会のあり方・つながり方を考

える 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

太地町 
2009 移民関連勉強会、および地域住民、町職員との意見交換 

2012 地域資源として移民輩出の歴史を活かした観光の活性化を考える 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

岬町 

2012 「道の駅」建設に伴う検討委員会 

2015 
マップを手にウォーキングをしたくなる気持ちを沸き立たせる

「まち歩きマップ」の作成 

2016 岬フィールドミュージアム構想 

2017 着地型観光による地域活性化の取り組み 

阪南市 

2016 産業観光ワークショップ HANNAN OSAKA cotton project 

2018･19 
地方創生にかかる地場産物商品に関する調査・研究、デザイン考案

等 

田尻町 2015 君が見つけるたじりの魅力―出会いと交流で創る健幸のまち― 

熊取町 

2015 第 4 回熊取ふれあい農業祭 

2016 第 5 回熊取ふれあい農業祭 

2017 第 6 回熊取ふれあい農業祭 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

岩手県奥州市 

および和歌山県 

2012 
故郷（ふるさと）への誇りを取り戻すためのグリーン・ツーリ

ズム 

2013 農村ワーキングホリデーを通じた農村再生の可能性を探る 

2014-19 
農村ワーキングホリデーを活用した都市農村交流の「鏡効果」

と農村再生手法としての可能性の検証 

北海道幕別町 2014･15 
地域の観光に係る調査研究（観光と地域のあり方についての

調査研究及び観光資源の掘り起こし等） 

富山県南砺市 2015 五箇山における持続可能な観光の実現に向けた実証調査 

長野県飯田市 2015･16 道の駅遠山郷を核とした地域活性化 

宮崎県 2016 

みやざき観光コンベンション協会からの依頼に基づいた同県

「波旅宮崎」キャンペーンのより効果的な展開に対する提案、

提言作成 

 

  



 

地域･団体名 活動年度 活動テーマ 

JA いずみの管内 2011･12 JA 直営型農産物直売所を拠点とした都市農村交流の推進 

わかやま産業振興

財団 
2015･16 

特産果樹がもたらす共創価値の創造（新たな健康・産業づく

り） 

公益社団法人日本

マスタ－ズ陸上競

技連合 

2017 

公益社団法人日本マスターズ陸上競技連合が主催する国際・

第 38 回全日本マスターズ陸上競技選手権大会においてスポ

ーツを通じて、地域の人びとや海外競技者との国際交流 

和歌山県全域 

2018 
「ねんりんピック紀の国わかやま 2019」、大会参加者に対す

る観光ツアーの開発 

2019 
「ねんりんピック紀の国わかやま 2019」における、観光ツ

アー同行を通じた観光業務の実践 
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